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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
　
～
蒼
天
の
剣
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
５
４
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
紅
の
牙

【
あ
ら
す
じ
】

　
海
鳴
市
に
住
む
青
年
が
、
六
課
に
入
っ
た
と
き
、
運
命
の
歯
車
が
動
き
出
す
。

そ
の
先
に
待
つ
の
は
破
滅
か
？
そ
れ
と
も
平
和
か
？
さ
ぁ
、
そ
の
手
で
未
来
を

切
り
開
け
！
！
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第
１
話
　
『
蒼
い
閃
光
』

　
　

　
「
よ
し
、
今
日
の
訓
練
は
此
処
ま
で
。
各
自
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
か
ら
帰

る
よ
う
に
」

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
あ
る
道
場
で
、
一
人
の
青
年
が
子
供
た
ち
に
武
術
を
教
え
て
い
た

　
「
先
生
、
さ
よ
う
な
ら
」

　
「
兄
ち
ゃ
ん
、
ま
た
ね
～
」

　
「
気
を
付
け
て
帰
れ
よ
」

　
彼
の
名
は
火
群
魁
。
火
群
道
場
の
師
範
代
で
あ
る

　
「
魁
、
稽
古
終
わ
っ
た
の
？
」

　
家
の
玄
関
を
開
け
る
と
、
お
し
ゃ
れ
な
格
好
を
し
た
女
性
が
い
た

　
魁
：
「
ま
ぁ
ね
。
そ
れ
よ
り
、
姉
ち
ゃ
ん
ど
っ
か
に
行
く
の
？
」

　
彼
女
の
名
は
火
群
茜
、
魁
の
姉
で
あ
り
、
同
じ
く
道
場
の
師
範
代
（
弓
）
で

も
あ
る

　
茜
：
「
え
え
。
こ
れ
か
ら
、
美
由
希
と
一
緒
に
買
い
物
に
行
く
の
」
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魁
：
「
美
由
希
さ
ん
と
？
帰
っ
て
き
て
た
ん
だ
」

　
茜
：
「
多
分
、
夕
飯
は
外
で
食
べ
る
と
思
う
か
ら
、
私
の
分
は
作
ら
な
く
て

い
い
か
ら
」

　
魁
：
「
あ
い
よ
。
も
し
、
家
で
食
べ
る
な
ら
連
絡
し
て
く
れ
」

茜
：
「
え
え
。
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
き
ま
ー
す
」

茜
は
玄
関
を
出
て
行
っ
た

　
「
お
疲
れ
様
で
す
、
マ
ス
タ
ー
」

　
魁
が
リ
ビ
ン
グ
に
入
る
と
、
銀
髪
の
女
性
が
魁
に
話
し
か
け
た

「
ど
う
ぞ
」

　
魁
：
「
サ
ン
キ
ュ
ー
、
リ
イ
ン
」

　
彼
女
の
名
は
、
リ
イ
ン
フ
ォ
ー
ス
。
か
つ
て
の
『
夜
天
の
書
』
の
管
制
人
格
。

１
０
年
前
に
消
え
た
が
、
別
次
元
に
あ
っ
た
書
、
『
天
空
の
書
』
の
管
制
人
格

に
な
っ
た
。
そ
れ
を
魁
が
４
年
前
に
発
見
し
、
魁
が
マ
ス
タ
ー
と
な
っ
た

　
魁
：
「
所
で
リ
オ
は
ど
こ
だ
？
」

　
リ
イ
ン
：
「
リ
オ
様
な
ら
、
外
で
お
昼
寝
を
し
て
い
ま
す
」

　
魁
：
「
っ
た
く
、
稽
古
が
終
わ
っ
た
ら
、
『
武
術
を
教
え
て
』
っ
て
言
っ
て

た
く
せ
に
」
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魁
は
笑
っ
た

　
魁
：
「
そ
れ
よ
り
、
悪
い
な
リ
イ
ン
。
本
来
な
ら
、
お
前
の
全
主
、
八
神
に

合
わ
せ
て
や
っ
て
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
が
」

　
リ
イ
ン
：
「
大
丈
夫
で
す
、
マ
ス
タ
ー
が
忙
し
い
の
は
理
解
し
て
い
ま
す
か

ら
」

　
魁
：
「
っ
た
く
、
嘱
託
魔
道
士
の
俺
に
何
で
た
く
さ
ん
依
頼
し
て
く
る
か
ね

～
」

　
リ
イ
ン
：
「
そ
れ
だ
け
、
マ
ス
タ
ー
が
優
秀
だ
と
言
う
こ
と
で
は
無
い
で
す

か
？
」

　
魁
：
「
俺
は
そ
こ
ま
で
、
優
秀
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
な
」

　
魁
が
そ
う
言
う
と

　
『
マ
ス
タ
ー
』

　
魁
が
着
け
て
い
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
魁
に
話
し
か
け
た

　
魁
：
「
ど
う
し
た
、
エ
ク
シ
ア
？
」

　
Ｅ
：
『
山
奥
か
ら
ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
の
反
応
を
感
知
！
ど
う
し
ま
す
か
？
』

　
魁
：
「
行
く
に
決
ま
っ
て
ん
だ
ろ
う
」

　
リ
イ
ン
：
「
マ
ス
タ
ー
、
私
も
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
？
」
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魁
：
「
い
や
、
い
い
。
リ
オ
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な
。
一
緒
に
留

守
番
し
て
い
て
く
れ
」

　
リ
イ
ン
：
「
解
り
ま
し
た
」

　
そ
う
言
い
。
魁
は
山
奥
に
向
か
っ
た

　
　
～
山
奥
～

　　　
「
は
ぁ
、
は
ぁ
・
・
・
」

　
ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
の
反
応
が
あ
る
地
点
で
一
人
の
少
女
が
戦
っ
て
い
る

　
「
ま
さ
か
、
レ
リ
ッ
ク
を
取
り
込
む
な
ん
て
」

　
彼
女
の
名
前
は
フ
ェ
イ
ト
・
Ｔ
・
ハ
ラ
オ
ウ
ン
。
管
理
局
の
執
務
管
だ
。
彼

女
は
あ
る
違
法
魔
道
士
が
ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
を
持
ち
逃
げ
し
た
と
聞
き
、
追
っ
て

い
た
。
犯
人
に
追
い
つ
き
、
戦
闘
不
能
に
ま
で
追
い
詰
め
た
の
だ
が
、
犯
人
が

ロ
ス
ト
ロ
ギ
ア
『
レ
リ
ッ
ク
』
を
使
い
、
怪
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

　
「
が
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
」
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疲
れ
て
い
た
の
か
、
怪
物
と
な
っ
た
魔
道
士
の
攻
撃
に
反
応
で
き
ず
、
直
撃

を
受
け
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た

　
フ
ェ
イ
ト
：
「
ぐ
ぅ
っ
！
！
」

　
フ
ェ
イ
ト
は
木
に
激
突
し
た
。
怪
物
は
そ
の
ま
ま
、
フ
ェ
イ
ト
の
追
撃
を
仕

掛
け
よ
う
と
し
た

　
フ
ェ
イ
ト
：
「
（
か
、
体
が
動
か
な
い
）
」

　
さ
っ
き
の
衝
撃
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
フ
ェ
イ
ト
は
動
け
な
い
で
い
た

　
フ
ェ
イ
ト
：
「
（
皆
、
ご
め
ん
）
」

　
怪
物
の
攻
撃
が
当
た
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、

　
『
Ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
　
ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
』

　
蒼
い
閃
光
が
フ
ェ
イ
ト
を
助
け
た

　
魁
：
「
間
一
髪
だ
な
」

　
閃
光
の
正
体
は
魁
で
あ
っ
た

　
魁
：
「
大
丈
夫
か
？
っ
て
、
ハ
ラ
オ
ウ
ン
じ
ゃ
ね
え
か
」

　
フ
ェ
イ
ト
：
「
ほ
、
む
ら
君
？
」

　
魁
は
フ
ェ
イ
ト
を
地
面
に
降
ろ
し
、
怪
我
の
様
子
を
見
た
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魁
：
「
（
怪
我
は
そ
こ
ま
で
ひ
ど
く
ね
え
な
、
こ
れ
な
ら
少
し
休
ま
せ
れ
ば

回
復
す
る
だ
ろ
う
）
」

　
魁
は
立
ち
上
が
っ
た

　
フ
ェ
イ
ト
：
「
ほ
、
む
ら
君
、
逃
げ
て
。
此
処
に
、
い
た
ら
、
危
険
だ
よ
」

　
魁
：
「
怪
我
し
て
い
る
女
の
子
を
見
捨
て
て
ま
で
逃
げ
よ
う
と
は
思
は
ね
え

よ
」

　
魁
は
そ
う
言
い
、
エ
ク
シ
ア
に
話
し
か
け
た

　
魁
：
「
準
備
は
い
い
か
、
エ
ク
シ
ア
？
」

　
Ｅ
：
『
勿
論
で
す
、
マ
ス
タ
ー
』

　
魁
：
「
そ
ん
じ
ゃ
あ
、
行
く
ぜ
。
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
！
！
」

　
エ
ク
シ
ア
は
待
機
状
態
か
ら
、
銃
、
剣
、
盾
が
一
体
と
な
っ
た
剣
『
Ｇ
Ｎ
ソ

ー
ド
』
に
な
り
、
魁
も
Ｂ
Ｊ
を
纏
っ
た

　
魁
：
「
火
群
魁
、
目
標
を
駆
逐
す
る
！
！
」

　
魁
は
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
を
ソ
ー
ド
モ
ー
ド
に
し
、
怪
物
に
突
撃
し
た

　
「
が
ぁ
あ
あ
あ
あ
」

　
怪
物
は
魁
に
攻
撃
し
て
き
た
が
、
魁
は
そ
れ
を
か
が
ん
で
避
け
、
そ
の
ま
ま

回
転
し
な
が
ら
敵
を
斬
り
裂
い
た
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「
が
ぁ
っ
！
？
」

　
魁
：
「
は
ぁ
っ
！
！
」

　
そ
し
て
、
ひ
る
ん
で
い
る
怪
物
に
蹴
り
を
放
ち
、
蹴
り
飛
ば
し
た

　
魁
：
「
・
・
・
・
・
案
外
、
あ
っ
け
な
い
な
」

　
魁
は
そ
う
は
い
っ
て
い
る
が
、
剣
を
構
え
て
い
た

　
「
ぐ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
」

　
怪
物
は
何
事
も
な
か
っ
た
の
よ
う
に
立
ち
上
が
っ
た

　
魁
：
「
タ
フ
な
奴
だ
な
。
う
ん
？
な
っ
！
？
」

　
魁
は
怪
物
の
身
体
を
見
て
、
驚
い
た
。
何
故
な
ら
、
先
程
傷
を
つ
け
た
個
所

が
治
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

　
魁
：
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」

　
Ｅ
：
『
恐
ら
く
、
ロ
ス
ト
ら
ギ
ア
を
体
内
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
驚

異
邸
な
回
復
能
力
を
得
た
よ
う
で
す
ね
』

　
解
ら
な
か
っ
た
魁
に
エ
ク
シ
ア
が
教
え
た

　
魁
：
「
エ
ク
シ
ア
、
現
段
階
で
あ
い
つ
を
倒
す
方
法
は
？
」

　
Ｅ
：
『
封
印
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、
問
題
は
ど
う
や
っ
て
相

手
の
動
き
を
止
め
る
か
で
す
』
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魁
：
「
俺
に
考
え
が
あ
る
。
封
印
の
準
備
を
し
て
お
い
て
く
れ
」

　
Ｅ
：
『
了
解
』

　
魁
は
エ
ク
シ
ア
に
封
印
の
準
備
を
頼
む
と
、
怪
物
に
近
づ
き
、
左
掌
底
を
喰

ら
わ
せ
、
直
ぐ
に
距
離
を
取
っ
た

　
「
ぐ
ぁ
あ
あ
あ
！
！
が
ぁ
っ
！
？
」

　
怪
物
が
魁
に
近
づ
こ
う
と
し
た
瞬
間
、
雷
を
纏
っ
た
蒼
い
バ
イ
ン
ド
が
怪
物

に
巻
き
つ
い
た

　
魁
：
「
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
バ
イ
ン
ド
。
さ
っ
き
、
掌
底
を
打
ち
込
ん
だ
時
に
仕

掛
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」

　
Ｅ
：
『
ラ
イ
フ
ル
モ
ー
ド
！
』

　
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
の
刀
身
が
折
り
た
た
ま
れ
、
魁
は
銃
口
を
怪
物
に
向
け
た

　
Ｅ
：
『
マ
ス
タ
ー
、
封
印
砲
の
準
備
完
了
で
す
』

　
魁
：
「
そ
ん
じ
ゃ
あ
、
行
く
ぜ
」

　
魁
は
銃
口
に
魔
力
球
を
形
成
し
た

　
Ｅ
：
『
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
』

　
魁
：
「
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
・
・
ス
マ
ッ
シ
ャ
ー
！
！
」
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雷
を
纏
っ
た
蒼
い
閃
光
が
怪
物
を
包
み
込
ん
だ
。
閃
光
が
止
む
と
、
そ
こ
に

は
、
赤
い
宝
石
と
違
法
魔
道
士
が
倒
れ
て
い
た

　
魁
：
「
ふ
ぅ
、
完
了
っ
と
。
さ
て
、
ハ
ラ
オ
ウ
ン
は
、
っ
て
寝
ち
ゃ
っ
て
る

よ
」

　
魁
が
フ
ェ
イ
ト
の
方
に
振
り
向
く
と
、
眠
っ
て
い
た

　
魁
：
「
・
・
・
・
怪
我
の
治
療
も
し
な
い
と
行
け
な
い
し
、
取
り
あ
え
ず
家

に
連
れ
て
行
く
か
」

　
魁
は
違
法
魔
道
士
に
厳
重
な
バ
イ
ン
ド
を
掛
け
た
後
、
赤
い
宝
石
を
エ
ク
シ

ア
に
入
れ
、
フ
ェ
イ
ト
を
抱
え
て
家
に
向
か
っ
た
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設
定

　
　
　
主
人
公

　
名
前
　
火
群
　
魁
　
（
ほ
む
ら
　
か
い
）

　
年
齢
　
１
９
歳

　
性
別
　
男

　
容
姿
　
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
ト
レ
イ
ン
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
（
瞳
の
色
は

黒
）

　
魔
力
量
　
Ｓ
＋

　
魔
力
光
　
蒼

　
所
持
ラ
ン
ク
　
総
合
Ｓ
＋

　
変
換
資
質
　
電
気

　
海
鳴
市
に
住
む
青
年
。
火
群
流
道
場
の
師
範
代
で
空
手
を
教
え
て
い
る
。
空

手
の
実
力
は
達
人
レ
ベ
ル
（
史
上
最
強
の
弟
子
兼
一
の
逆
鬼
並
）
。
中
学
の
時

３
回
、
高
校
３
回
、
計
６
回
全
国
で
優
勝
し
て
い
る
。
小
学
３
年
か
ら
中
学
の

卒
業
ま
で
な
の
は
、
フ
ェ
イ
ト
、
は
や
て
、
ア
リ
サ
、
す
ず
か
と
は
同
級
生
だ

っ
た
。
本
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
中
学
、
高
校
の
と
き
は
か
な
り
女
子
に

人
気
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
模
様
。
家
族
全
員
が
魔
道
士
で
あ
り
、
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両
親
は
デ
バ
イ
ス
マ
ス
タ
ー
と
し
て
本
局
で
働
い
て
い
る

　　
　
デ
バ
イ
ス

　
名
前
　
エ
ク
シ
ア
　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ド
デ
バ
イ
ス
（
Ａ
Ｉ
は
女
性
）

　
待
機
状
態
　
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
特
殊
装
備
　
Ｍ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
　
（
内
容
は
Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
と
同
じ
）

　
　
　
　
　
　
ツ
イ
ン
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
↑
現
在
封
印
中

　　
特
殊
機
能
　
ト
ラ
ン
ザ
ム
シ
ス
テ
ム
　
２
分
間
の
間
、
魔
道
士
の
力
を
Ｓ
Ｓ

Ｓ
並
に
す
る
。
一
度
使
用
す
る
と
、
チ
ャ
ー
ジ
ま
で
３
分
間
か
か
る
。
尚
、
チ

ャ
ー
ジ
に
必
要
な
魔
力
は
使
用
者
の
物
で
は
な
く
、
大
気
中
に
あ
る
魔
力
の
粒

子
で
あ
る

　
　
　
　
　

　　
起
動
状
態

　
モ
ー
ド
１
　
エ
ク
シ
ア
の
基
本
形
態
。
剣
、
銃
、
盾
を
一
体
化
し
た
も
の
で
、

扱
い
が
よ
く
魁
が
一
番
使
っ
て
い
る
形
態
。
形
状
は
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド

　
モ
ー
ド
２
　
エ
ク
シ
ア
の
双
剣
形
態
。
形
状
は
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
?

　
モ
ー
ド
３
　
エ
ク
シ
ア
の
イ
ン
フ
ァ
イ
ト
形
態
。
形
状
は
手
甲
（
ケ
ン
イ
チ

が
使
っ
て
い
る
も
の
）
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モ
ー
ド
４
　
エ
ク
シ
ア
の
砲
撃
形
態
。
形
状
は
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
?
ブ
ラ
ス
タ
ー

　
モ
ー
ド
５
　
エ
ク
シ
ア
の
大
剣
形
態
。
形
状
は
Ｇ
Ｎ
バ
ス
タ
ー
ソ
ー
ド
?

　
モ
ー
ド
６
　
エ
ク
シ
ア
の
七
剣
形
態
。
剣
の
形
状
は
ダ
ブ
ル
オ
ー
ガ
ン
ダ
ム

　
セ
ブ
ン
ソ
ー
ド
／
Ｇ

　
Ｂ
Ｊ
　
ゴ
ッ
ド
イ
ー
タ
ー
の
Ｆ
制
式
上
衣
と
下
衣
（
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
色
は
蒼
）

。
更
に
両
腰
に
は
ガ
ン
ダ
ム
エ
ク
シ
ア
リ
ペ
ア
?
で
装
備
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｎ
ビ

ー
ム
サ
ー
ベ
ル

　
名
前
　
リ
イ
ン
フ
ォ
ー
ス
?

　
容
姿
は
　
Ａ
｀
ｓ
の
時
と
同
じ

　
主
　
火
群
　
魁

　
元
夜
天
の
書
の
管
制
人
格
。
消
え
た
は
ず
だ
が
、
他
の
次
元
に
あ
っ
た
魔
道

書
『
天
空
の
魔
道
書
』
の
管
制
人
格
に
な
っ
た
。
４
年
前
に
魁
に
見
つ
け
ら
れ
、

そ
の
ま
ま
契
約
し
た
。
実
力
は
Ａ
｀
ｓ
の
時
の
倍
で
、
火
群
道
場
で
特
訓
し
て

お
り
格
闘
ス
キ
ル
に
磨
き
が
か
か
っ
た
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

魔法少女リリカルなのは　～蒼天の剣～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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